
2099

116.

611. 77: 616-0.89. 843

顔 面 有 莖 皮 膚 瓣 移 植 ノ治 驗

附.植 皮 ニ 就 キ テ

岡山醫科大學泉外科教室(主任泉教授)

兼 松 徳 次 郎

[昭和8年1月25日 受稿]

Aus der I. Cldrurgischen Klinik der Okayama Medizinischen Fakultat

(Direktor: Prof. Dr. G. Izumi).

Ein Fall von Transplantation durch den gestierten Hautlappen 

an deco Gesichte, und uber die Hauotransplantation.

Von

Tokujiro Kanematsu.

Eingegangeu am 25. Januar 1933.

Verf. hat vor einiger Zeit in der jzumi'schen Klinik den folgenden Fall in Behandl

ung gehabt: Bei einer 21 jahrigen Frau hatte sich auf der rechten Seite der Stirn 

eine schwarzliche Pigmentation der Haut gebildet. Verf. nahm Excision des Pigmen

tierten Hautstucks von and transplantierte dann nach dem "italienischen Verfahren" 

einen gestielten Hautlappen vom rechten Oberarm auf den Operatshautdefekt.

Der kosmetische Zweck wurde auf these Weise in zufriedenstellendem masse 

erreicht.

In der Originalarbeit beschreibt der Verf. diesen Fall eingehend and verbreitet 

sich dann in allgemeinen uber die Literatur. Technik usw. der Transplantation in 

der nachstehenden Kapiteln:

I. Geschichte der Haut-Transplantation.

II. Uber die Transplantation im allgemeinen.

III. Uber die Arten der Haut-Transplantation.

1) Autotransplantation.

2) Homoiotransplantation.

3) Heterotransplantation.
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4) Uber die Transplantation der Haut von frischen Leichen oder frisch 

amputierten Extremitaten.

IV. Uber die Indikation and Technik zur Hauttransplantation.

1) Transplantation von freien Hautlappen.

a. Reverdin-Thiersch'sche Methods.

b. Epithelaussaat nach Maugold.

c. Wolfe-Krause'sche Methode.

d. Vergleich der Reverdin-Thiersch'schen and der Wolfe-Krause'schen 

Metboden.

2) Transplantation. gestielter Hautlappen.

Das "italieniche Verfahren" and andere Methoden.

V. Anhang.

1) Uber die Lebensfahigkeit des Epithels.

2) Uber die Beziehungen zwischen Hauttransplantation. and Polaritat.

3) Beachtenswertes bei der Hauttransplantation. (Autoreferat)

第1章　 緒 言

植 皮ニ關 スル沿革 ヲ觀 ル ニ, Marchand, Krauseハ 之 ガ詳細 ナル記載 テナセ リ,

欧 州 ニ於 テ植皮 ヲ臨牀的 ニ成功 セル記 載 ハ, 1818年Bungerガ 鼻 背皮膚缺損 ニ對 シテ,大 腿

ノ皮膚 ヲ補植 セルヲ以 テ最初 トス.

爾 來Hoffacker u. Walthers等 モ鼻端 皮膚缺損 ニ對 シテ同様 ナル實驗 テ試 ミタ リ.然 ルニ表

皮移植 ニ關 シテハ, 1869年Reverdinハ 表 皮 ノ菲薄 小片 ヲ直 チニ肉 芽創面 ニ移値 シテ,所 謂

"Epidelmistransplantation
"ヲ 行 ヒタル ヲ以 テ嚆矢 トス.續 イテ1874年Leiptigノ 外 科教室

ニ於 テ, ThierschハReverdinノ 創 意 セル"Epidelmistransplantation"ニ 改 良ヲ加 ヘテ,今

日吾人 ノ行 フThiersch氏 植 皮法 ノ祖 ヲナ シ,世 ニ之 テReverdin-Thierach氏 植 皮法 卜稱 セ リ.

其 ノ他Jacenco (1871) Ollier (1872)等 モ植皮 ニ關 スル臨牀 研究 ト組織 學的檢索 トヲ報告 セ リ.

又J. Wolfeハ 下 眼瞼 ノ"Ektropium"ニ 對 シテ脂肪組 織 ヲ缺 除 セル皮膚瓣 ヲ以 テ整形的植皮

ニ成 功 シ,當 時 ノ外科的治療上 ニ 一大面 目 ヲ施 シ,續 イテWadsworth, Zehender, Robsonモ

同様 ナル治 驗報 告 ヲ爲 シタ リ.當 時 防腐 的創傷治療法 ノ進歩 ト共 ニ種 々ナル防腐 的處 置ヲ應用

シテ植 皮 ヲ行ハ レ,植 皮 ニ關 スル成績 モ益 々確 實 トナ リ,其 ノ方法 及 ビ成績 ニ關 スル幾 多報告

モ續 出 セ リ.

然 ルニ皮 膚 ノ全層 ヨ リ成 ル皮膚瓣 ノ移植 ハ甚ダ困難 ニ シテ, Lefort, Hamirton, von Esmarch

等 モ皆之 ヲ試 ミテ成 功 セザ リシモ, 1893 Krauseハ 眞 皮竝 ニ表 皮 ヨ リ成 ル防腐 的處 置テ施 セル

廣範 圍 ノ無莖 皮膚瓣 ノ移植 ニ成功 シ,爾 來Krause氏 植 皮 法 トシテ其 ノ應用盛 トナ レリ.同 時
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期 ニHirsehbergモ 亦Krauseト 同様 ナル 皮膚瓣 ノ移植 ニ成 功 セル ヲ記 載 セ リ.

以 上 ノ如 ク植皮 ニ關 スル研究 ハ主 トシテ前世期 ニ其 ノ端 ヲ啓 キ,今 日行ハルル諸種 植皮 法 ノ

應用 ハ孰 レモ當時 ニ淵源 ヲ爲 ス ト稱 スルモ過 言ナ ラズ.

今 日行 ハルル植皮術 ニ關 シテハ之 ヲ二大 別 シ,一 ハ有 莖皮膚瓣移植法,他 ハ無莖皮 膚瓣 移植

法 トス.無 莖皮 膚瓣移植法 ハ其 ノ皮膚瓣 採取 ニヨ リ次 ノ如 ク分類 シ得 ラル.即 チ一ハReverdin-

Thiersch等 ノ行 へ ル"Epidelmistransplantation"ニ シテ,他 ハWolfe-Krause等 ノ行 ヘル脂

肪層 ヲ有 ゼザル表皮竝 ニ眞皮 ヨ リ成 ル皮膚瓣 ハ移植法 ナ リ.兩 者 ハ各 々其 ハ特 徴 ト受體被植 地

ノ牀態 ニ因 リテ其 ノ趣 テ異 ニス,(後 述)

此 外 ニモ表皮,眞 皮,皮 下脂肪層 ヨリ成 ル皮膚瓣 ヲ用 フル所謂印度法 ナルモ ノア リ.然 レド

モ印度法 ハ其 ノ癒 合確實 ナラザル ガ如 シ. Diefenbach, Reverdin, Zuerzel等 ハ 之 ヲ試 ミ孰 レ

モ其 ノ結 果不良ナ リシヲ報 告 シ,獨 リHirschbergハ ミハ之 ニ成功 セル ヲ記 セ リ.

是 レ本法 ハ其 ノ發 見久 シキニ拘 ハラズ,今 日外科家 ニ多 ク用 ヒラ レザル所以 ナラ ン.

有 莖皮膚瓣 移植 バ一定部位 ニ於 テ榮養橋 ヲ有 セル,即 チ莖 ニ因 リテ連絡 セル皮瓣 ノ移植 ニ シ

テ,治 癒 確實 ナル ト遠隔 セル皮膚缺損部 ニ應用 スル ニ便 ナ リ.

是 レ既 ニ第 十六 世期 未葉伊太利 ノTagliacozza初 メ テ創意 セ シモノニ シテ,氏 ハ鼻背 ノ缺損

ニ對 シテ上膊 ヲ鼻梁 ニ對向 セシメテ,其 ノ缺損部 ニ上膊 皮膚瓣 ヲ補植 セシメタ リ.所 謂"lta

lianische-Verfahlen"之 ナ リ.爾 來有莖皮 膚瓣 ノ移植 ハ各部位 ニ行 ハ レ,腹 壁
,胸 壁,大 腿等

ニ於テ モ應用 サルル ニ至 レリ.

余 モ亦最近右前額皮膚 ニ黒色色素班 ヲ形 成 セル婦 人 ニ對 シ,上 膊 皮膚 ノ有莖瓣 ヲ以 テ整形 的

植皮 ヲ行 ヒ,能 ク其 ハ美容 目的 ニ成功 セル ヲ以 テ,之 ガ治驗 ヲ記 述 シ,尚 ホ聊 力集 メ得 タル文

獻 ヲ摘録 シテ,植 皮 ニ關 シテ之 ヲ論述 セン トス.

第2章　 臨 牀 例

患者　21歳 既婚婦

主訴　右前額部黒色皮膚色素班形成

家族病歴竝ニ既往症ニ就キテハ特記ス可キ事項ナ

シ.

現病歴　生來右前額皮膚ニ黒色ノ色素沈着 ヲ有 シ

成育 ト共ニ漸次増大シ,今 日ニ於テハ略ボ天保銭大

ノ大サヲ呈ス.

現在症　全身的ニハ特記ス可キ所見ヲ認メズ.

局所的所見　右前額ニ皮膚 ニ天保錢大 ハ黒色ノ色

素沈着ヲ認メ,深 部 トノ癒着等ハ認メラレズ.

手術 「ヌペルカイン」局所麻痺 ノ下ニ色素沈着ヲ

爲セル皮膚ヲ除去 シ,上 膊内側ヲ新創面ニ對向セシ

メ. 2頭 膊筋部 ハ皮膚有莖瓣ヲ作 リ,手 術的ニ除去

セル皮膚缺損部ニ接着セシメ,其 ハ邊縁ヲ縫合セ リ.

手術後 ハ經過　手術後ノ經過極 メテ順調ニシテ,

化膿又ハ炎症 ノ所見等ハ絶對ニ認メラレズ,移 植皮

膚瓣ハ常ニ乾燥 ノ状態ニ在 リ.

手術後5日 目ニ皮膚瓣 ノ莖ヲ切離シテ縫合 セリ,

第1囘 手術後第1週 ニ至 リテ皮瓣ノ癒合良好ニシ

テ,成 規 ノ抜絲ヲ行 フ.莖 部ハ抜絲ハ該手術後第1

57



2102 兼 松 徳 次 郎

週ニシテ之ヲ除去セリ,爾 後 ノ經過極メテ良好ニシ

テ,入 院3週 間ノ後殆ド完全ニ皮瓣ノ應合セルヲ詔

メ,只 僅カニ移植瓣邊縁ノ線状瘢痕形成 ヲ止メテ,

能 ク美容成形目的ニ成功セ リ.

本 症 例 ニ 對 スル 考 察

惟フニ本症例ノ如 クニ顔面ノ美容ヲ目的 トセル整

形的植皮ニ於テハ,一 般植皮ニ比 シテ,技 術上細心

ノ注意ヲ要スルモノナリ.特 ニ婦人 ノ顔面 ノ皮膚 ノ

如 ク特種ナル皮肌ニ對シテ ハ,單 ニ皮膚瓣癒合ヲ目

的 トセルノミナラズ,進 ンデ可及的顔面皮膚ニ類似

セル性状 ヲ有セル部位ノ皮膚ヲ選ブ必要 アリ.尚 ホ

治癒後 ニ於テモ能ク其ノ美容ノ目的ニ適セル様考慮

ス可キナ リ.

仍 テ余ハ皮膚瓣切取 ヲ上膊内側ニ選ビ,癒 合ノ確

實ヲ期センガ爲,伊 太利法ヲ應用 シテ,有 莖皮瓣 ノ

應用ヲ試 ミタルモノナ リ.

而 シテ其 ノ結果ハ癒合極メテ良好ニシテ,僅 カニ

邊縁 ノ線状瘢痕 ヲ殘セルノミニテ,患 者ノ希望セル

美容整形 ノ目的 ニ成功セルモ ノト云 フ可 シ.

第3章　 移 植 概 論

生 體 ノ臟 器 或 ハ 組 織 ノ移 殖"Transplantation"ナ

ル 問題 ハ,病 理 學 者及 ビ外 科 家 ノ間 ニ或 ハ 實 驗 的 ニ

又 ハ臨 牀 上 ニ相 當 古 ク ヨ リ研 究 セ ラ レ其 ノ業 績 又 枚

擧 ニ遑 非 ズ.就 中 其 ノ最 モ古 ク ヨ リ行 ハレ タ ル ハ 皮

膚 移 植 ニ シ テ,主 ト シテ外 科 家 ニ據 リテ 治 療 的 ニ行

ハ レ,既 ニ緒 言 ニ於 テ 述 ベ シガ如 ク,其 ノ應 用 又 大

イ ニ觀 ル可 キ モ ノア リ.

晩 近 内 分泌 學 ノ研 究 發 達 ニ併 ヒテ,内 分 泌 腺 臓 器

ノ移 植 ニ關 ス ル研 究 又長 足 ノ進 歩 ヲ遂 ゲ,其 ノ他 腫

瘍 移 植 等 ノ病 理 學 上 ノ研 究,或 ハ臟 器 移 植 等 ノ實 驗

的 方面 ノ研 究 等,今 日所 謂"Transplantationslehre"

ナ ル一 大 問題 ヲ構 成 シ,臨 牀 的或 ハ實 驗 的 ニ 重 要 ナ

ル問 題 トナル ニ至 リテ ハ,移 植 ニ關 スル 進 歩 タル ヤ

蓋 シ思 ヒ半 パ ニ過 グ ル モ ノア ラ ン.

移 植 ニ關 ス ル研 究 ハ其 ノ取 リ扱 フ材 料 ニ依 リテ 之

ヲ組 織 移 植 ト臟 器 移 植 トニ 大別 シ,後 者 ハ 主 トシテ

實 驗 的 ニ 行 ハ レ,吾 人 臨 牀 家 ニ關 係 深 キ ハ組 織 移 植

ナ リ.

臨 牀 上 移 植 ノ目的 ト シテ 三 輪 氏 ハ 次 ノ如 ク述 ペ タ

リ.第 一 ニ缺 損 部 ノ補 形 機能 復舊,第 二 ニ或 ル 種 ノ

組 織 缺 損 或 ハ機 能 障 碍 ニ對 スル代 償 的 機 能 復 舊 ナ

リ.皮 膚,骨,關 節,粘 膜,血 管 等 ノ移 植 ハ前 者 ニ

屬 ス可 ク,後 者 ハ粘 液 水 腫 ニ於 ケ ル甲 状 腺 移 値,「 テ

タニー」症 ニ對 スル上皮小體移植等ハ其 ノ最モ顯著

ナル例ナ リ.

次 ニ移植 ニ就キテ今日論議サルル焦點ヲ檢討スル

ニ藤森(1924)氏 ハ

イ)臟 器及 ピ組織ガ固有 ノ解剖的位置以外ニ置カ

レタル場合果シテ能 ク固有 ノ生理的状態ヲ持續 シ得

ルヤ,即 チ其ノ細胞ハ形態學的ニモ機能的ニモ亦能

ク生理的状態ヲ持續シ得ルヤ.

ロ)移 植ノ種類 ト其 ノ遠達成續 トノ關係.

ハ)常 體ノ解剖學的位置ヨ リ分離セラレタル正常

細胞ガ無限 ニ増殖シ得ルヤ,又 一定ノ刺戟 ノ下ニ惡

性ニ轉化 シ得ルヤ.

ト述べ クリ.

之等諸問題 ニ關 シテハ諸種 ノ實驗的或ハ臨牀的根

據 ニ因リテ,各 人各様觀ル所論ズル所ヲ異ニシ,又

移植 ノ種類ガ之ニ關與スル所(後 述)大 ナルノミナラ

ズ,移 植 ノ目的ニヨリテモ是等 ノ條件ニ對スル必要

ヲ異ニセ リ.

又臟器移植 ト組織移植 トニヨリテモ其ノ結果ヲ異

ニシ一様ニハ論斷 シ難 シ.

1914年New Yorkニ 於 ケル萬國外科學會ニ於テ

Lexerハ 次 ノ如 ク云ヘリ.

「移植 ノ成否ニ就イテノ判斷ハ病理學者 ト臨牀家
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トノ間ニ於テ差異アリ.病 理學 者ハ絶對的ニ,臨 牀

家ハ比較的ナリ.臨 淋上ニ於テモ病理學者ト同 ジク

組織 ノ生存 シツツ.完 全ニ理想的 ニ癒合シタル時ハ

無論成功 ト見ル可 シ.然 レ共其ノ移植片ノ徐々ニ吸

收セラルル時ニモ受體ガ之ニ相當シテ新生組織ヲ補

足シ得 タル時,或 ハ場合ニヨリテハ移植片ガ受體ニ

於テ包裡セラレタル時 ニ於テモ成功ト見ル可ク,比

較 的 成 功 即 チ移 植 片 ハ 死 滅 シ テ モ官 能 上 目 的 ヲ達 シ

タル モ ノ ニ シテ,關 節,骨 等 ノ移 植 ハ此 種 ノ モ ノ多

シ.又 血管 ニ於 テ モ 云 云 」 ト説 ケ リ.

要 ス ル ニ移 植 ニ封 シテ求 ム ル條 件 ハ病 理 家 ト臨 牀

家 トニ於 テ多 少 ノ見 解 ヲ異 ニ ス ル モ ノナ ラ ン.次 項

ニ於 テ 植 皮 ヲ 主題 ト シテ之 ニ關 シテ 記 述 セ ン トス.

第4章　 植 皮 ノ 種 類

移植 ハ 受 體 ト移 植 材 料 トニ ヨ リテ次 ノ如 ク分 類 シ

得,其 ノ結 果 モ亦 自 ラ異 ル.又 組織 移 植 ト臟 器 移 植

トニヨ リテ其 ノ結 果 モ一 様 ニ 論 ジ難 シ.仍 テ 余 ハ本

章 ニ於 テハ 植皮 ヲ主題 トシテ 之 ヲ論 述 セ ン トス.

植皮 ノ種 類 トシテ次 ノ4種 ヲ擧 ゲ ラ ル.

1)自 家移 植Anttransplnntation.

2)同 種 移 植Homoiotramsplantation.

3)異 種 移 植Heterotransplantation.

4)死 膿 移 植Trangplantation der Haut von

 frischen Leichen oder frisch

 Ampntierten Extremitaten.

第1節　 自家移 植Auttransplantation

自家移 植 バ 一般 移植 ニ於 テ最 モ確 實 ナル モ ノニ シ

テ,植 皮 ノ外 科 的 應用 モ主 ト シテ自 家移 植 ニ依 ル 場

合多 シ. Elanskiハ 自 家 移 植11例,同 種 移 植67例

總計78例 ヲ主 トシテ 組織 學 的 ニ檢 索 セ リ.其 ノ結 果

自 家移 植 ハ上 皮 ノ退 行變 性,圓 形細 胞 侵 潤 ヲ詔 メ ズ,

能 ク増 殖 シ乳 頭 ニ於 ケル血 管 發 育 可良 ナ ル モ,多 ク

ノ 「Fibloblasten」 ノ存 在 ヲ認 メ タ リ.然 レ共 自 家移

植 ト難 モ 生 理 的 ニ存 在 ス可 ラザ ル 場 所 ニ移 植 セ シ場

合 或 ハ機 能 ト十 分 ナ ル状 態 ニ於 テ 行 ヒ タ ル場 合 ノ永

續的 效 果 ハ疑 問 ナ リ ト述 ペ タ リ

第2節　 同種 移植Homoiotransplantation

同種移植ニ關シテハ成否相半バニシテ,諸 家ノ論

據モ亦一致セズ.又 其 ノ遠達的效果モ組織移植 ド臟

器移植 トニヨリテ大イニ異 レリ,動 物實驗 ニ於テ同

種移植ノ主要條件ハKnanelニ 從 ヘバ,

イ)臓 器或ハ組織 ノ種類

ロ)移 植ノ方法

ハ)移 植 ノ位置

ニ)血 管縫合ノ應用(臓 器移植 ノ場合)

ホ)生 物化學的性質 ノ近似

等 ノ項目ヲ擧ゲタリ.

同 種 移 植 中古 來 最 モ 廣 ク臨 牀 上 ノ應 用 ヲ見 タルハ

外 部創 面 ニ 對 ス ル皮 膚 移 植 ナ リ トス.

1888年Kargハ 黒 人 ノ下 腿 潰 瘍 ノ肉 芽 面 ニ白 人 ノ

皮 膚 ヲ,又 白 人 ノ同 様 創 面 ニ黒 人 ノ皮 膚 ヲ移 植 シ,

是 等 ノ移 植 皮 膚 片 癒 合 後12-14週 ニ シテ,白 人 ニ 移

植 セ ル 黒 色 皮 膚 片 ハ色 素 ヲ消失 シ,黒 人 ニ移 植 セ ル

白 色 皮 膚 片 ハ 黒 色 色 素 ヲ有 ス ル ニ至 レ リ ト.

Pollock, Troup, Johnson, Smith , Mauel, Max Wel

等 モ同 様 ナ ル實 験 ヲ報 告 セ リ.

爾 來 同 種 族 植 皮 ニ關 シ成 功 可 能 ナ リ ト説 ク者 ニ
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Reverdin, Bartens, Iwanowa, Cluck, Davis, Gutherie

等 ア リ.反 之 不 可 能 ナ リト説 ク者 ニSick, Scholz,

 Wagner, Konig Kranse, Lexer, Schone,大 島,藤 森,

宮 田,高 橋 等 ア リ.

Lexer, Schone等 ハ 其 ノ移 植 上 皮 ノ相 互變 色 ヲ組

織 的 ニ檢 査 シ,移 植 組 織 ハ壊 死 シ,肉 芽 組 織 ヲ以 テ

補 ハ ル ル ガ故 ニ母 地 ト同 様 ナ ル 着 色 ヲ取 ルモ ノナ リ

トテKargノ 説 ヲ反 駁 セ リ。 大 島 氏 ハ移 植 後 第2週

後 外 観 良 好 ノ經 過 ヲ執 リ,試 驗 的 切片 採取 ノ際 ニ出

血 セ ル程 度 ノモ ノ ヲ檢 鏡 セ シニ,既 ニ退 行 性 變 性 ヲ

呈 シ第33日 ニハ 全 ク壊 死 シ,肉 芽 組 織 ヲ以 テ 補 ハ ル

ル事 ヲ證 明 セ リ.高 橋,宮 田 兩 氏 ハ 同 種 移 植 ノ3例

中1例 ハ 母 ヨ リ子 ニ,他 ハ 他 人 ニ施 シ何 レ モ10日 前

後 ハ 外見 的 治 癒 ヲ營 ミシ モ, 14-30日 間 ニ シ テ脱 落

不 成功 ニ終 レ リ ト報 告 セ リ. Lexerニ 據 レバ 皮 膚 ノ

同 種 移 植 ニ於 ケ ル結 果 ハ 次 ノ5種 孰 レ カ ノ經 過 ヲ執

リ,結 局 ハ 不成 功 ニ終 ルモ ノナ リ ト云 ヘ リ.(三 輪)

1)急 性 壊 死 竝 ニ崩 壊.

2)異 物 性 化 膿 ヲ伴 フ外 觀 治 癒. 2週 又 ハ3週 迄

ハ 移 植 片 ハ 被 移 植 地 ニ膠 着 シテ,外 觀 上治 癒 セ ル如

キ モ,其 ノ後 異 物 性 化 膿 ニ見 ル所 ノ肉 芽 組 織 ハ反 應

的 化膿 ヲ起 シテ 治癒 ヲ防 ギ 急 速 ニ脱 落 ス.

3)痂 皮 下治 癒 ノ如 キ經 過 ヲ執 ル外 觀 治 癒. 3週 迄

位 バ一 見 治癒 シ タル ガ如 キ外 觀 ヲ呈 シ,後(2)ノ 如

キ化 膿 ヲ起 ス事 ア レ ドモ,多 クハ 漸 次乾 燥 シ徐 々 ニ

剥 脱 ス ル モ ノ ニ シテ,其 ノ下 ニ瘢 痕 ヲ結 ビ上 皮 ヲ被

ル コ ト恰 モ痂 皮 下 ニ 於 ケル 創 傷 治 癒"Dle Wund

heilung unter den Schorf"ノ 如 シ.

4)假 性 治 癒 後瘢 痕 組 織 ニ因 リ補 ハ ル ル モ, 3週

後 上 皮 ハ脱 落 シ,初 メ榮養 不良 ナ リシ皮 膚 ハ 徐 々 ニ

退 行 性 變 性 ヲ起 シ,瘢 痕 組 織 ニ ヨ リテ 補 ハ レ,遂 ニ

全 部 瘢 痕 組 織 トナ ル.

5)一 時 性 治 癒.新 鮮 ナ ル 胎 兒 ヨ リ上 皮 ヲ取 リ移

植 シ タ ル場 合 ニハ,表 層 上 皮 脱 落 セ ル後 更 ニ上 皮 發

生 増殖 ヲ見 レ共,同 ジ ク一 時 性 ニ シテ3週 内 ニハ 肉

芽 ノ ミ トナ ル.

以 上 ノ如 ク孰 レ カ ノ經過 ヲ執 リテ 同 種 植 皮 ハ結 局

不 成 功=終 ル モ ノナ リト説 ケ リ.

反 之Schowan, Baldwin, Pemberノ 諸 氏 ハ 同 種族

間 植 皮 ニ成 功 セ ル ヲ報 告 セ ル モ其 ノ觀 察 期 間 ヲ明 記

セ ズ.恐 ラ ク初 期 ノ疑 性生 著 ナ リ シナ ラ ン.

Dykeモ23例 ノ實 驗 例 ノ報 告 ヲ ナ セ ドモ,生 著 ノ

期 間 ヲ明 記 セ ズ.

Jeanskiハ 約70例 ノ臨 牀 例 ニ於 テ凝 集 族 間 植 皮 ヲ

行 ヒ,次 ノ如 ク記 載 セ リ.

「同 種 族 間 植 皮 ハ勿 論 異 種 族 間 植 皮 ヨ リモ成 績良

好 ナ リ.異 種 族 間 ニ於 テ ハ3週 間 内 ニ脱 落 ス レ ドモ,

同 種 族 間 ニテ ハ比 較 的 長 ク生 存 シ得 ペ シ.然 レ共 結

局 移 植 片 ハ 悉 ク吸 收 サ ル ル場 合 多 シ(但 シ同 種 族 間

移 植 ハ瘢 痕 治癒 ニ對 シテ 好影 響 ヲ及 ボ ス).即 チ多 数

ノ例 ニ於 テ永 續 的 癒 合 ハ1例 モ無 カ リキ」 ト記 セ リ.

然 ル ニ之 ヲ皮 膚 ノ ミナ ラズ 他 ノ移 植 實 驗 ニ於 ケ ル

研 究 ニ於 テ觀 ル ニ,殊 ニ内分 泌 腺臟 器 ノ移 値,例 之

甲 状 腺,上 皮 小 體 ノ如 キ モ ノニ 於 テ 動 物實 驗上 ノ報

告 ニ於 テ ハ 同 種 移 植 ノ可 能 ナ ル 事 實 ハ 幾多 文獻 ニ微

シテ モ明 ナ ル所 ナ リ.然 シ之 モ 永久 的生 活 現 象持 續

ノ可 能 性 ニ至 リテ ハ 自 家移 植 ノ比 ニ ハ 非 ザ ル モ,相

當 長 期 ニ亙 リテ 其 ノ生 活 現 象持 續 ト其 ノ特 有 ノ機 能

營 爲 ニ至 リテハ 植 皮 トハ 其 ノ趣 ヲ大 イ ニ異 ニセ リ.

余 モ 亦 上 皮 小 體 ノ同 種 移 植實 驗 ニ於 テ,相 當 長 キ期

間 生 活 現 象 ノ持 續 ト固 有 機 能 ノ持 續 トヲ生 化 學的 ニ

證 明 シ得 タ リ.(岡.醫.雜. 44年. 12號.昭. 7)

仍 テ 同 種 移 植 ニ於 テ ハ,組 織 移 植 ト臟 器 移 植 トニ

ヨ リテ 一 檬 ニ論 ジ難 キ ヲ知 レ リ.

再 ビ論 ヲ植 皮 ニ歸 ス ル ニ,同 種 間皮 膚移 植 ニ際 シ

移 植 皮 瓣 ト受 體 組 織 ト ノ間 ニ於 ケ ル細 胞 蛋 白 質及 ビ

血 清 ノ生 物 學 的 差 異(biologische Untersohied)ハ 血

族 間 ノ接 近 セ ル モ ノニ於 テ少 ク,種 族 ノ異 ナ ルモ ノ

(Rassenverschiedenheit)ニ 於 テ 大 ナ ル ハ周 知 ノ事 實

ニ シテ,此 見 地 ヨ リ シテ 同 種 族 間 移 植 ニ於 テ モ血 族
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間 ニ於 ケ ル同 種 移 植 ハ 可能 性 強 キ ヲ唱 フル者 尠 カ ラ

ズ.

例 之Schon, Fusiani, Perthes. Lexer,大 島,高 橋,

宮 田,鳥 居,三 輪 氏 等 ノ如 キ是 ナ リ.

此 ハ血 族 間 移 植 ハ可 能 ヲ初 メ テ 唱 ヘ シバ1916年

Schoneヲ 以 テ 嚆 矢 卜ス.氏 ハ58對 ノ二十 日鼠 ハ親

族 間 ニ於 テ 植皮 ヲ試 ミ,母5,仔8例 ニ於 テ完 全 ニ生

著 ヲ見 タリ.又1926年Gohrbandtハ75例 ノ同 腹

「ラ ツテ」ニ就 テ 植皮 ヲ行 ヒ, 1箇 年 後 移 殖 片 ノ生 存

セル モ ハ16例 ヲ得 タ リ.此 血 族 間 植 皮 ニ 端 ヲ發 シ最

近 血液 類 型 ノ研 究盛 ナ ル ニ併 ヒ テ同 種 植皮 ト血液 類

型 トノ關 係 ヲ 説 ク者 ア リ.近 時 米 國 學 派 ノ外 科 家間

ニハ人 類 血液 ノ類 型 的 構 造 ハ 植 皮 ニ 際 シ意 義 ア ル モ

ノト シ,血 液 同類 型 ナ ル時 ハ 同 種移 植 ニ ハ 成功 ス ト

云 フ者 ア リ.

Edevハ 血 液 ノ同 類 型 者 間 ニ上 皮 ノ同種 移 植 ヲ施

シタ ル ニ, 3週 後移 植 上皮 ハ 能 ク治癒 シ タル モ4週

日後 全 ク脱 落 シテ,不 成 功 ニ終 レ リ ト. Elanskiハ

同 種移 植 ニ於 テ 皮瓣 惠 與 者 ノ血 球 ガ被 植皮 者 ノ血 清

ニ ヨ リテ凝 集 セ ザ ル場 合 ニハ 成績 良 好,殊 ニ同 一 類

型 間 ハ植 皮 ノ場 合 ハ大 體 ニ於 テ 自 家移 植 ノ如 キ組 織

學 的所 見 ヲ呈 セ ル モ,上 皮 ハ定 型 的 ナ ラ ズ,退 行 上

皮 型多 ク,且 圓 形 細胞 ノ浸潤 著 明 ナ リ.

反之 血 液異 類 型 間植 皮 ニ於 テ ハ上 皮 ノ再 生 ヲ認 メ

ズ,圓 形 細 胞 ノ 浸 潤 高 度 ニ シテ 遂 ニ崩 壊 セ リ ト.

 Kubani氏 ハ皮 瓣 惠 與 者 ノ血球 ガ被 植 皮 者 ノ血清 ニ

ヨ リテ 凝集 セ ザ ル5例 ハ同種 植 皮 ヲ施 シ タル ニ,植

皮 瓣ハ孰 レモ島 嶼 状 ニ脱 落 シ痂 皮 下治 癒 ヲ營 メ リ.

然 ル ニ皮 瓣惠 與 者 ト同 一 類型 ノ廣 汎 ナ ル 肉 芽 創 ニ

Tbiersch氏 植 皮 術 ヲ施 シ成功 セ リ. Deuoher and

 Ochsner兩 氏 ハ被 植 皮 者 ト同 血族,同 一 血 液 類 型 ノ

少年者ノ上皮移植 ニ成功セル1例 ヲ報告セ リ.小池,

松 田兩氏ハ共著ニ於デ述ペテ曰ク 「血液 ノ4種 ト植

皮 トノ間ニハ著明ナル關係ヲ見出サズ,兄 弟間ノ植

皮ハ他人ニ比 シテ可能性 ニ富ム」 ト.又 石山氏ニ據

レパ 「臓器移植ニ際 シテハ血液 ハ類型的構造ハ意 ナ

キガ如 シ」 ト云ヘリ.

然 ルニ1927年 松田(邦 三郎)氏 ハ29例 ハ臨牀例ニ

就キテ,同 種移植特ニ上皮移植 ト血液類型 トノ關係

ニ就キテ臨牀的觀察竝ニ組織學的檢索 ヲ行ヒ, 133日

乃至568日 ノ觀察期間ヲ經テ次 ハ如 ク結論セ リ.

「同種上皮移植 ノ際被植皮者 ト皮瓣惠與 トハ血液

類型同一ナルトキハ,近 親 ノ如何 ヲ問ハズ植皮ハ持

久生存ス.然 レ共移植上皮片 ノ發育状態ハ概シテ遲

遲 トシテ,自 家移植 ノソレニ比シテ劣 レルヲ知 レリ.

血液同類型間ハ同種移植上皮片ニシテ,經 過良好

ナルモノハ,組 織學的所見ニ於テ第10週 ニ至ルモ,

對照自家移植 ニ比シテ著變ナキコトヲ認 メタリ.反

之血液異類型間 ノ同種上皮移植ハ, 1週 乃至5週 ニ

シテ,其 ノ上皮片ハ壊死脱落シテ不成功 ニ終レ リ.

故 ニ余(松 田)ハ人類 ノ同種上皮移植ニ血液類型ガ密

接ナル且重要ナル意義ヲ有 スルモノナルヲ確認シ,

植 皮術 ニ多少ハ轉 換ヲ與 フルコトナキ歟ヲ信 ゼシ

ム」 ト述 ペタリ.

松田氏ニ次イデ古橋,高 橋兩氏モ之 ト同様ナル事

實ヲ報告セリ.

飜テ此事實 ヨリ,血族間 ノ移植 ハ他ニ比 シテ,其 ノ

成功率高キコ卜モ證明シ得可ク,即 チVonDunger,

 Hirschfeld氏 等 ノ實驗 ヲ引用セバ血族關係ノ接近セ

ル親子,兄 弟,姉 妹間ノ同種移植ハ主 トシテ血液 ハ

同一類型ノ多キヲ以テ大イニ意義アル譯ナリ.

第3節　 異 種 移植Heterotransplantation

異種移植ハ植物界,下 等動物ノ一部ニ於テハ可能

トセラレタルモ,或 ル一定類似ナル系統ヲ必要 トス

ルコトハVochtungノ 報告ノ如 シ.然 レ共哺乳動物

及ビ人類ニ於テハ幾多 ノ報告ニ接スルモ未ダ確實ナ
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ル 能 ハズ.殊 ニ外 科 的植 皮 術 ニ於 テハ 今 日 ノ所 殆 ド

不 可能 トセ ラレ ダ リ.

文 獻 ヲ按 ズ ル ニ, Latzorderieハ 人 間 ノ肉 芽 創 面 ニ

蛙 ノ皮 膚 ヲ移 植 シテ, 10日 後 蛙 ノ外 觀 消 失 シ テ,人

間 ノ皮 膚 様 外 觀 ヲ呈 スル ヲ見 タ リ ト云 ヘ リ. Schuler

ハ卵 殻 皮 ヲ以 テ 無菌 的 肉芽 面 ニ移 植 シテ 好 結 果 ヲ得

タ リ ト云 フ實 驗 報 告 ヲナ セ ル モ,吾 人 ハ 直 チ ニ之 ニ

信 ヲ置 キ難 シ,卵 殼 皮 ノ移 植 ニ就 キ テ ハ 其 ノ後 追 試

ヲ爲 ス者 ア リ シモ孰 レモ皆 不成 功 ニ 終 レ リ.既 ニ

Konig-Hildebrandニ 從 ヘ パ 動 物膜 ハ 人 間 ノ皮 膚 ニ癒

合 セズ 即 チ"Die Wundheilung unter den Schorf.,

ノ現 象 ヲ呈 ス ル ニ外 ナ ラズ ト説 ケ リ.

Aschofニ 從 へ パ異 種 移 植 ハ移 植 サ レ タル 皮 膚 瓣

ハ,一 時 的 榮 養 ヲ得 ル コ トナ キ ニ シモ非 サ レ ドモ,

癒 合 及 ビ生 活 永 續 ノ不可 能 ナ ル事 ヲ 説 ケ リ,

斯 ノ如 ク異種植皮ハ殆 ド不可能ニシテ,勿 論臨牀

上今日迄其 ノ成功ヲ報ゼルモ ハナシ.然 レ共此處 ニ

ー考 ス可キハ,既 ニ移植概論ニ於テ述 ペンガ如ク,

移植 ノ目的 ニ於テ,第 一 ノ缺損部 ノ補形機能ノ復舊

ニ對 シテハ不可能ナリ.サ レド第二 ノ機能缺損ニ對

シテ,之 ガ代償的機能補足 ヲ目的 トスル際ニハ,可

成 リ其 ノ目的ヲ達シ得ラルル事實ハ文獻上 ニ報告セ

ラレタリ.即 チ其 ノ移植片ガ遂ニハ吸收サルル トモ,

一 時的 ト雖機能代償ヲ營爲シ.能 ク其ノ目的ヲ達シ

得 ラルル場合ア リ.例 之「テタニー」症ニ對シテ異種

上皮小體ノ代償的移植ニ因 リテ,一 時的 ト雖モ其 ノ

病症ヲ輕減或ハ防止シ得ルハ其 ノ顯著ナル1例 ナリ.

由是觀是異種移植ニ於テモ組織移植ト臟器移植 ト

ハ同一ニ論 ジ難ク,内 分泌腺臓器 ノ移植ハ又特別 ノ

關係アルモノノ如 ク推意セラル.

第4節　 死 體 移 植Transplantation der Haut von frischen Leichen

 oder frisch Amputierten Egtremitaten

死 體 移 植 ニ關 スル 諸 種 ノ報 告 ヲ觀 ル モ,是 ハ單 ニ

實 驗 的 興 味 ヲ感 ズル ノ ミニ シテ.實 際 臨 牀 上 ニ 於 テ

ハ,敢 テ 死 體 ニ材 料 ヲ求 ム ル マ デ モ ナ ク他 ノ方法 ニ

依 リテ其 ノ 目的 ヲ達 シ得 ル モ ノナ リ.

文 獻 ヲ按 ズ ル ニ1871年Thierschハ 下 腿 切斷 後24

時 間 ノ皮 膚 片 ヲ截 取 シテ植 皮 ヲ行 ヒ良 結 果 ヲ得 タ リ

ト云 ヒ, Gindner, Bartens, Iwanowa, Schede等 ハ

死 體 ヨ リ皮 膚 片 ヲ截 取 シ植 皮 ヲ行 ヒ 完 全 ナ ル 成績 ヲ

得 タ リ ト云 ヘ リ.又Schlyer, Kranseハ 死 後24時 間

以 上 經 過 セ ル皮 膚 片 ハ 癒 合機 能 ナ シ ト云 ヘ リ.

第5章　 植 皮 ノ 術 式 及 ビ適 應 症

今 日外科學 上 ニ應 用 サルル植皮 術 ハ其 ノ被植地 ニ對 スル適 應 ニヨ リテ各々 其 ノ術 式 モ 異 レ

リ.之 ヲ大 別 シ　 1)有 莖皮膚 瓣移植 法　 2)無 莖皮 膚瓣 移植法 トニ分 ツ.無 莖皮 膚瓣 移植 法ハ

之 ヲ分 チテ　 イ) Reverdin-Thierschノ 行 ヒシ表 皮移植 法　 ロ) Wolfe-Krauseハ 試 ミシ表 皮

及 ビ眞皮 ノ移植法 ノ2種 ア リ.

第1節　 無 莖(游 離)皮 膚 瓣 移植 法

第1項　 Reverdin-Thiersch氏 法

Reverdin-Thiersch氏 植 皮術 バ一般 ニ又Thiersch氏 法 トモ稱 セラル.本 法 ハ表 皮及 ビ眞皮

ハ乳頭 層 ヨ リ成 ル菲 薄ナル游 離皮 膚瓣 ノ移植 ニ シテ,其 ノ術 式等 ハ今更余 ノ記述 スル マデモナ
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ク幾 多成書 ニ詳述 セラ レタ リ.

本法 ハ應用 ハ主 トシテ肉芽創 面 ニ應用 サ レ,殊 ニ本法 ニ於 テハ皮膚瓣 採取後其 ノ部位 ニ.瘢

痕 ヲ留 メザルノ特 長 ア リ.皮 瓣 ハ 自家 皮瓣 ヲ最 モ良 シ トスル モ,自 家移植 ノ許 サ レザル時 ハ,

 Schone, Fasiani, Gohrbandt等 ノ見解 ニ基 キ,近 親者 ニ之 ヲ求 ムルカ,乃 至ハ松 田.古 橋 氏

等 ノ所説 ニ從 ヒテ,血 液同類型者 ニ之 ヲ求 ムルモ亦興 味 アル問題 トス.

皮 瓣 切取 ニ際 シ之 ガ消毒法 ニ就 キテ, Braunハ 剃 毛後石鹸 ニテ洗 ヒ昇汞水 ニテ洗 滌シ後食鹽

水 ヲ灌注 ス可 シトシ, Kusterハ 温 湯及 ビ石鹸 ニテ洗滌 剃毛 シ,「 アル コール」及 ビ制腐 濟 ヲ避

ケ最後 ニ食鹽水 ニヲ洗 ヒ,滅 菌綿 紗 ニテ拭 ヒ乾燥 セ シム可 シ ト云 ヘ リ. Lexerハ 他 ノ手術 ト同

様 ニ洗條消毒 シタル後0.9%ノ 食 鹽水 ニテ洗瀞 シ, Krauseハ5%ノ 精 製沃 度丁幾 ニテ消毒 セ

リ.余 ハ局所 ヲ剃毛 シ「アル コール」清拭法 ヲ用 ユルノ ミナ リ.尚 ホ皮瓣 ノ前處 置 トシテKatzen

steinハ 次 ノ如 キ興 味 アル實驗 ヲ試 ミタ リ.即 チ皮瓣 切取 ヲ行 ハ ン トスル皮膚 ニ豫 メ肉芽 面 ニ貼

付 シタル綿 紗 ヲ附着 セ シメ,其 ノ部 ノ皮膚 ヲ シテ創 面分泌液 ヲ吸收 セ シメ,局 所 ノ皮膚 ヲ肉芽

面 ノ"biologische Unterschied"ニ 對 應 セ シメ,然 ル後皮瓣 切取 ヲ爲 セバ,癒 合 ニ對 シテ效

果 ア リトセ リ.余 モ亦之 ガ實驗 ヲ試 ミ良結 果 ヲ得タル數例 ヲ經 驗 セ リ.

皮瓣 切取時 ノ麻酔 ハ, Fischerハ 麻 醉 ヲ行 フ コ トナクEsmargノ 止 血管 ヲ以 テ緊縛 シツ ツ行

ヘ リ. Furst, Petersen, Wernerハ 「ヱーテル」ヲ撒霧 シテ寒冷麻醉 ノ下 ニ皮瓣 切取 ヲ行 ヘバ皮

膚 ノ増殖速 ナ リトシ, Schepermanハ3度 沃度丁幾 ヲ塗 布 シ,「 ク ロー ルヱチー ル」ヲ以 テ氷結

セシメタル後皮瓣 ヲ切取 シ,強 剛 ナルレ皮瓣 トシテ移植 セ リ.余 ハ單 ニ「ヌペルレカ イン」ノ浸潤局

所麻痺 ニテ皮瓣切取 セ リ.被 植 部 ハThierschハ 肉 芽 面 ノ掻爬 ヲ行ヘ リ.而 シテ掻爬後 ノ止 血

ニハ熱 キ食鹽水又 ハ過 酸化水素又ハ「ズ プラ レニ ン」或 ハ「ア ドリナ リン」ヲ加 ヘタル食鹽 水 ヲ浸

セル綿紗 ニテ壓迫 スル人 ア リ. Lexerハ 格 別 ノ處 置法 ヲ施 スコ トナク血液 自然凝固 ニ因 リテ止

血ス ル迄放 置 セ リ.何 トナ レバ血液 凝固 ニ由來 スル粘 着性 ヲ有 スル繊維 素折 出 スル ヲ以 テ乾 燥

皮膚瓣 ヲ貼布 スル ニ便 トセ リ.

Wilcoxハ 汚 穢 ナルレ潰瘍 面 ヲ移植 ニ適當 ナ ラシメンガ爲ニ,潰 瘍 面 ヲ緑 石鹸及 ビ過酸化水 素水

ヲ以テ清潔ニ シ, 1%ノ 「フオ ルマ リン」水 ニ浸 シタル綿 紗 ニテ壓迫繃帶 ヲ施 シ,翌 日植 皮 前 ニ

其 ノ肉芽面 ヲ掻爬 セリ.

Lawensteinハ 肉 芽面 ノ掻爬 ノ代 リニ,綿 紗 ヲ以 テ出 血 スル マデ摩擦 セ リ.

Kohler, Schnitzler, Ewaldt, Tillmans, Pels-Leuden, Isnaldi, Burckhaldt,田 代 氏等 ハ肉

芽面 ノ掻爬 ヲ不必要 トセリ.三 輪氏 ハ止血 ノ目的 ニ新創 面ヲ日光 ニ曝露 シテ,血 液 ノ自然凝 固

ニ因 リ折出 セル滴状繊維素 ノ粘着性 ヲ呈 セシムル ニ至 リテ植皮 ヲ行ヘ リ.又Restomoreハ 掻

爬 セル肉芽 ノ止血ニ電流 ヲ應用 セリ.即 チ出血 シツツ アル掻爬 面ニ皮瓣 ヲ置 キ,電 流 ヲ送 リ血

液ヲ凝固 セ シメタル後3%ノ 「カルボール ワゼ リン」ヲ塗布 シ,其 ノ上 ニ滅菌綿 紗 ヲ貼 ジ,第1

週 ノ終 リヨリX線 ヲ用 ヒタ リ.然 ル ニ此 結果 ハ12%ハ 不 良ノ結 果 ヲ見 タ リ ト云 ヘ リ.余 ハ被
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植 面 ヲ可及 的 ニ清潔 ナラ シメ,時 ニハ前 日ニ沃度丁幾 ノ塗布位 行 フコ トア リ.而 シテ創面 ノ分

泌僅少,而 モ緊張 セル小顆粒状煉瓦様紅色 ノ良性 肉芽 面 ニ至ル ヲ待 チテ,掻 爬 スル コ トナク直,

チ ニ植 皮 ヲ行 フヲ常 トセル ニ,余 ノ多數 ノ經驗 ニ依 レバ 殆 ド孰 レノ例 モ良結果 ヲ納 メ得タ リ.

植 皮後 ノ處 置 ニ就 キテハ諸種 ノ方法考案 サ レタ リ.三 輪 氏ハ 日光療法 ト乾燥空氣療法 ヲ賞用

シ,又 或ル者ハ被覆 綿紗 ト皮瓣 トノ間ニ空障 ヲ造 ランガ爲 ニ金網籠 ヲ用 フル者 ア リ.此 法 ニヨ

レバ創液 ノ一部乾燥 シテ皮瓣 ノ邊縁 ニ凝固 シテ排泄 ヲ杜塞 スル恐 ナキニ シモ非 ズ.之 ニ類 似 セ

ル モノニCredeハ 銀繃 帶 ナル モノヲ考案 シテ,皮 瓣 ノ粘 着 スルコ トナク,分 泌物 ヲ通過 セシム

又Kuhnハ 網 布 ヲ「ツエル ロ イ ドニ」浸 シテ之 ヲ用 ヒタ リ.

Bruning, Goldman,橋 本 氏等 ハ移植 部 ノ開放療 法 ヲ賞用 セ リ. Bernhardハ 三輪氏 ト同様

ニ 日光照射 ニ依 リテ治癒殊 ニ良好 ナ リトセ リ. Rustomoreハ 植 皮後3%ノ 「カル ボール ワゼ リ

ン」ヲ塗 布 シテ綿紗 ニテ蔽 ヒ, Rauensteinバ ク レーテ氏 銀軟膏 ヲ, Schlapherハ デ ーキ ン氏液

濕 布 ヲ,大 森氏ハ湯 葉 ヲ濕潤 シテ葉状 ニ擴 ゲ タル モノヲ應 用 セ リ.

余 等 ハThiersch氏 皮 膚移植 ニ對 シテ ハ,乾 燥 滅菌 「Tuppel」 ヲ屋根 瓦状 ニ輕 ク置 キ,之 ガ交

換時 ニハ食鹽水 ニテ濕潤 セ シメ,上 層 ヨ リ順序 ニ除去 シテ,上 皮瓣 ノ剥 離 スル ヲ避 ケタ リ.

Thiersch皮 辮 ノ變法. ForsterlingハThiersch皮 膚 瓣 ニ小孔 ヲ穿 チテ創液 ノ潴溜 ニ因 リテ

皮瓣 ノ擡起 ヲ防 ギ, Lanzハ 吸 角状 ノ器機 ヲ考案 シテ表 皮 ヲ格子状 ニ切離 セ リ.又 山本(耕 橘)

氏 ハ上皮瓣 ヲ一平方糎位 ノ小片 ニ取 リテ石壘式 ニ創面 ニ貼附 セ リ。

第2項　 上皮播種 法Epithelaussat nach Maugold

1895年Maugoldハ 上 皮 ハ角化質層 ヲ除 去 シ,深 部 ノ種 子層 ヲ剥 離 シ得 タル上皮泥 ヲ創面 ニ

塗布 セリ.

皮 膚 面 ノ最表層 ハ掻爬 シ,此 際角化 セル上皮 細胞 ヨ リ成ル乾燥軟塊(Trockenebrei)ハ 棄 テ去

リ,更 ニ搖爬 スル時 ハ微細 ナル出 血點 ヲ認 ムルニ至 ル,是 乳 頭 ノ尖端 ニ シテ煉瓦紅色 ノ粥 状物 ヲ

得.而 シテ是 ハ「マル ビギー」氏層 ノ生活細胞 ヲ含 ムモノナル ガ故 ニ之 ヲ創 面 ニ塗布 ス. Noeske

ハ此 ノMaugoldノEpithelaussat-Methodeヲ 臨 躰 的竝 ニ組織 學的 ニ研 究 シ,其 ノ治療成績竝

ニ組織學的機轉 ニ關 シ,精 細 ナル報告 ヲナセ リ.

第3項　 Wolfe-Krause氏 法

皮膚 ノ全層 ヲ游 離瓣 トシテ移植 スル モノニ シテ,古 來 印度法 トシテ用 ヒラ レタルレ皮膚瓣 ノ脂

肪 層 ヲ除去 セル皮膚瓣 ヲ用 フ.

適 應 トシテハ新鮮 ナル創面 ヲ造 リ,嚴 密 ナル止 血 ヲ要 ス.皮 瓣 ト被植 地創面 ノ接 着ヲ十分 ニ

スル タ メ粗 ナルレ縫 合ヲ加 フル ヲ宜 シ トス.本 法 ニ對 シテ以 前Windmanハ29例 中3例 ノ不成

功 ヲ見, Fankelハ17例 中1例 ノ不 良結果 ヲ生 ジ,斯 クノ如 ク漸次其 ノ成績 舊時 ニ比 シテ佳良

トナル點 ハ注 目ニ値 ス.

Gray, Frankelハ 本 法 ヲ行 フニ際シ,皮 膚瓣 ノ脂肪 組織 ヲ完 全 ニ除去 シ,缺 損 部 ヲ ヨク新創
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面ニ改 メ,且 止血ヲ十分ニ行フヲ以テ,最 必要 ノ條件 トセリ.

Narrathハ 本法ヲ火傷後ノ瘢痕,駢 指ニ賞用 シ, Legerハ 顔面皮膚缺損 ノ補正ニ或功 セルヲ

報ジ,今 日其 ノ應用外科家ニ取 リテ缺ク可 ラザル治療法 トナ レリ.

第4項　 Thiersch氏 法 トKrause氏 法ノ比較

Thiersch氏 法ハ最モ簡單且確實 ニシテ1-2週 ニシテ治 シ,又 皮舞 ヲ切取セル部ニ瘢痕 ヲ殘

サザルノ利アリト雖モ,前 述ノ如ク上皮ヲ被 リタル瘢痕 ヲ形成 スルテノナレバ,瘢 痕萎縮 ヲ免

レズ.故 ニ顔面ニ於テハ醜形ヲ殘 シ易 シ.又 移動性彈力性無キガ故ニ手掌,足 蹠,關 節 ノ屈側

又ハ伸側或ハ外傷 ヲ受ケ易キ部位ニハ適 セズ.反 之Krause氏 法ハ抵抗力強ク彈力性 ニ富 ミ萎

縮ナク移動性アリテ理想的ナ レドモ,其 ノ手術比較的簡單ナラズ.且 其 ノ結果比較的確實ナラ

ザルヲ遺憾 トシ今後吾人外科家ノ研究 ニ待 ツ所大ナ リトス.

第2節　 有莖皮 膚瓣 ノ移植法

本法ハ植皮ヲ行フニ際 シテ,一 定部位ニ於テ榮養橋即 チ莖ニ因 リテ皮膚 ト連絡ヲ保テルモ,

他部ハ全ク下層 ヨリ剥離セラレ,次 デ此皮膚瓣 ヲ以テ缺損部 ヲ補填 シ,縫 合ヲ施 シテ癒合後莖

ヲ切離スル法ナリ.

又皮膚缺損部 ヨリ遠隔セル體部ヨリ有莖瓣 ヲ形成 スルコトアリ.是 レ既 ニ第 十六世期未葉伊

太利 ノTagliacozza初 メテ創意セル法 ニシテ,氏 ハ鼻皮膚缺損ニ對 シテ上膊=頭 筋 部ノ皮膚 ヨ

リ有莖瓣 ヲ造 リ,上 膊 ヲ鼻梁 ニ對向セシメテ,其 ノ缺損部ニ接着シテ,治 癒後其ノ莖部ヲ切離

セ リ.

此 法ハ所謂"Italianische-Verfahren,,ト 稱 セラ レ,其 ノ後 有莖瓣 ヲ求 ムル ニ,腹 壁,胸 壁,

大 腿,前 膊等 ノ有莖 皮瓣 ノ應 用 ヲ見ルニ至 レリ.コ ノ有莖 皮膚瓣 ノ形成 法 ハ外 科的 皮膚 整形 中

最 モ肝要 ナル法 ナ リ.

有 莖瓣 ヲ造ル ニ際 シテハ,瓣 ノ榮養佳良 ニシテ,第1期 癒 合 ニ因 リテ癒 着 セシムル ニ注意 ス

可 シ.故 ニ瓣内 ニ可及 的多數 ノ血管 ヲ有 セ シメ,其 ノ莖 ハ決 シテ狹小,菲 薄 ニ過 グ可 ラズ.又

瓣 ヲ剥 離スルニ際 シ殊 ニ莖 部ニ注意 シテ,菲 薄 ナラ シメズ,且 之 ヲ缺損 部ニ接 着スル ニ當 リテ

ハ莖部ヲ強ク捻轉 セシメザル様留意ヲ要ス.

第6章　 植 皮ニ關 スル2, 3追 項

第1節　 上皮 ノ生活 力

植皮ニ際 シ切取セル上皮ハ可及的新鮮 ナルモノヲ用 フノ良キハ論ヲ待タザル所 ナレドモ,實

驗的ニ上皮ガ如何ナル生活力ヲ有 セリヤヲ驗 スルモ亦興味アル所 ナリ.

蓋 シ上皮細胞ハ之ヲ身體 ヨリ全々隔離 セルモ其ノ保存宜 シキヲ得バ,比 較的長時間生活ニ堪

へ,從 テ其ノ移植 シ得可キ持性 ヲ有セル事實ハ久 シキ以前 ヨリ知 ラレタ リ.
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此 事 ニ關 シ創 メテ實驗 セル ハWeutscher (1894)ナ リ.氏 ハ滅菌 試驗管中 ニ滅菌食鹽水 ニ浸

漬 セル綿 紗 ヲ入 レ,之 ニ皮瓣(上 皮)ヲ 貯藏 セシメ,長 キハ22日 ヲ經 過 セル後 尚ホ且生活機能 ヲ

有 シ,之 ヲ移植 シテ成 果 ヲ見 タ リ.然 レ共其 ノ確實 ナルハ24-48時 間 以内 ナ リ トセ リ.

Burckhardtハ24時 間貯藏 セル皮瓣 ハ著 シク害 サルル事 ナク殆 ド新鮮 ナル モノノ如 ク能 ク癒

合 スルモノナ レドモ,其 ノ貯藏 長 キニ亙 ル時 ハ生 活機能甚 ダ著 明 ニ衰微 シ,而 シテ其 ノ長時 間

生活作用 ヲ有 スル モノハ,專 ラ「マル ビギー」層 ノ細 胞 ノ ミナ リト云ヘ リ.而 シテ氏 ノ實驗 中最

モ長 キハ12日 間 ナ リト記 セ リ.

此 外 ニモBrewerハ 切 斷 セル四肢 ノ表皮生活力 ハ,外 界 ニ於 テハ36時 間 トシ, Everbusch

ハ6-7日 間生理 的食鹽水 ニ保存 セル表 皮ハ移植 癒合 スル ヲ證明 セ リ.又Enderleinハ4日 間,

 Linggrenハ7日 間保持力 ヲ有 セリ ト報 告 セ リ. 1898年Linggrenハ 興 味 アル實驗 ヲ行 ヘ リ.

即 チ殺菌 セル腹 水中ニ數 箇ノ裁取 セル皮片 ヲ2日-3週 保 存 シテ,之 ヲ檢鏡 シテ其 ノ細胞核着

色 力及 ビ其 ノ充 分ナル生 活力 アル コ トヲ認 知 シ,之 ヲ創 面 ニ移 植 シテ完全 ナル成績 ヲ得 タル ヲ

報 告 セ リ.又 以上ノ液 中 ニ保存 セル2, 3箇 ノ皮瓣 ヲ各 々異 レル時 間 ニ於 テ,肉 芽面上 ニ移植 シ

タル26例 ハ完全 ニ癒 合 シ,他 ノ6例 ハ2-3日 中 ニ壊 死脱 落 セ リ. 6-7日 間液 中ニ保存 セル二

ツノ皮瓣 ハ之又完 全ニ肉芽面 ニ移植成功 シ.上 皮 ハ周 圍 ニ向 ツテ増 進作 用遲 々タル モ癒合 シ,

同 様 ナル皮片 ハ檢鏡 ノ結 果其 ノ細胞 ハ十分 ナル着色 カ アル ヲ證 明 セ リ.

以 上 ノ如 ク游離 セル表皮 ノ生活 力 ハ,相 當長 キ期 間移植陽性 ナ リ.然 レ共 是等 ノ事實 ハ實驗

的 ニ興味 アルモ,臨 林的 ニハ可 及的 早 ク受體 ニ移植 スルヲ以 テ宜 シ トスルハ勿論 ナ リ.

第2節　 植 皮 ト向極 性(Polaritat)ト ノ 關 係

植皮 ニ際 シテ向極性(Polaritat)ガ 如 何 ナル關係 ヲ有 スル歟 ニ就 キテ一言 セ ン.

植 物學上 ニ於 ケル向 極性(Polaritat)制 働 作用(Funktionshemmung)轉 働 作 用(Funk

tionsubertragung)等 ハ植物 體ノ局所面 ニ相關作用 ノ存 在スル ヲ示 スモノニ シテ,生 長現象 ノ

調 和上大ナル關係 ヲ有 スルモノナ リ。殊 ニ接 木 ニ際 シ"Polaritat"ハ 重 大ナル意 義 ヲ有 セル コ

トハ一般 ノ熟知 セル所 ナ リ.

之 ガ植皮 ニ於 ケル文獻 ヲ見ルニ,鳥 居氏 ハ二十 日鼠 ニ就 キテ移 植瓣 ノ頭皮或 ハ背腹 ヲ轉換 シ

テ移植 セ シニ,其 ノ治癒 成績 ニ何 等影響 スル所 ナ キヲ報 告 セリ.

又松 田(邦 三郎)氏 モ從 來多 クノ植皮 特 ニThiersch氏 植皮 術 ヲ施 セル例 ニ於 テ.切 取皮瓣 ヲ

被植母 地 ニ種々 ノ方向 ニ移植 ヲ行 ヒシ成績 ニ因 レバ,其 ノ治癒 ヒニ何等 影響 ナキ ヲ認 メシヲ記

セ リ.依 テ松田氏 モ云 ヘル如 ク植物 界ニ於 テ重 大 ナル意義 アル 向極性(Polaritat)ハ 動 物界ニ

於 ケル皮瓣 癒合 ニ大 ナル影響 無 キガ如 シ.

第3節　 植 皮 ニ 關 ス ル注 意

植 皮 ニ關 スル注意 トシテ術 式及 ビ處 置 上ノ事項 ハ今更余 ノ愚論 スルマデ モナ ク,吾 人外科家
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ノ實 際 ニ就 キテ何人 モ熟知 セル所 ナ リ.

然 ル ニ今此處 ニ文獻上 ニ報 告 セラ レタル1, 2例 ヲ摘録 シ以 テ吾人 ノ一考 ノ資 ト爲 サ ン.

1886年Cyernyノ 報 告セル2例 ニ於 テ1例 ハ結核.黴 毒等 ノ素因 ヲ有 セザ ル強壮 ナル16年

ノ青年 ノ兩肢 ニ火傷 ヲ受 ケ,其 ノ後 其ノ瘢痕 ニ對 シテ關節結 核 ニテ切斷 セル下肢 ノ皮膚 ヲ移植

シ完全 ニ癒 合 セ リ.然 ル ニ患者 ハ數 週後 消耗熱 ヲ發 シテ斃 レタ リ.之 ヲ剖檢 セル ニ,膝 關節 ノ

軟骨及 ビ右肺 ニ結核 ヲ發生 セル ヲ認 メタ リ.

次 ニ健全 ナル家族 ノ4年 ナル少 女 ガ胸部 ニ手掌大 ノ火傷 ヲ被 リ,之 ガ瘢痕整形 ニ對 シテ,結

核性關節炎 ニテ切斷 セル下肢 ノ皮膚 ヲ移植 セル ニ,患 者 ハ翌年春胸 椎中央部 ニ一隆 起ヲ認 メ,

同 年冬流注膿瘍 ヲ形成 セ リ.

此例 ヲ以 ヲ見 ルモ植皮 ニ際 シ注意 ス可 キ ハ,同 種 移植 ニ於 テ傳染病 就中癩 病,結 核,黴 毒等

ヲ有 セル人 ノ皮膚移植 ハ殊 ニ注 意ス可 ク,加 之他 ハ疾患 ニ對 シテ モ,皮 瓣恵與者 ノ健康 ヲ十分

ニ檢 シ,慮 外 ノ誤 チ無 カラ ン様 考慮 ス可 キモ ノナ リ.

擱筆スルニ臨 ミ御懇篤ナル御指導 卜御校閲ヲ賜ハリシ恩師泉教授ニ謹 ミテ深甚 ノ謝意ヲ捧グ.
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